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TCFD提言に基づくCO2排出量削減目標について 
 

株式会社伊予銀行（頭取 三好 賢治）は、本年2月に「気候関連財務情報開示タスクフォース

（TCFD※1）」提言への賛同表明以降、気候変動に対する取組みを強化していくなか、今回CO2排出

量削減目標を設定しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

当行は、「潤いと活力ある地域の明日を創る」という企業理念に基づき、気候変動対応をはじめ

とする環境課題への解決に資する取組みを通じて、持続可能な地域社会の実現に貢献してまいりま

す。 

記 

 

○CO2排出量削減目標 

2030年度までにCO2排出量※2の削減目標を2013年度比△50%とします。 

 

○CO2排出量実績 

 2013年度 2018年度 2019年度 2020年度 

Scope1(直接的排出) - 1,521t 1,401t 1,337t 

Scope2(間接的排出) - 7,630t 7,589t 6,018t 

合計 12,592t 9,151t 8,990t 7,355t 

削減実績 

（2013年度比） 
- △27.3% △28.6% △41.6% 

 

○CO2排出量削減施策 

 施設・設備面（店舗・営業車両等）、業務運用面（業務効率化等）からの対応および再生可能エ

ネルギー由来の電力調達等を検討するとともに、今後開発が期待されるCO2排出量削減に向けた新

たな技術の採用等によって目標を達成いたします。 

 

※1…2015年に金融安定理事会（FSB）の下に設置された金融システムの安定化を図る作業部会。異

常気象等気候変動の物理的影響や脱炭素経済への急激な移行等が、金融システムの安定を脅

かす恐れがあるとして、すべての企業に対し、①複数の気候シナリオを用いて、②自社の気

候関連リスク・機会を評価し、③経営戦略・リスク管理へ反映させ、④その財務上の影響を

把握し、開示することを求めている。 

※2…省エネ法の定期報告書の基準に準拠して集計したScope1(直接的排出)および Scope2(間接的

排出)の合計。 

 

 

 

以  上 

【本件に関するお問い合わせ】伊予銀行総務部（担当:真鍋） TEL（089）907-1047 
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